令和７年度　福井県高等学校春季総合体育大会
卓球競技大会  実施要項
１.主催　　福井県高等学校体育連盟
２.共催　　福井県教育委員会・福井県卓球協会
３.主管　　福井県高等学校体育連盟卓球専門部
４.期日　　令和７年６月４日（水）・５日（木）・６日（金）
５.会場　　セーレンドリームアリーナ

　　　　　 （住所）〒918－8027　福井市福町3－20 （TEL）0776-36-1542

６.日程　　第1日（水）8：30　オーダー提出
　　　　　　　　　　　 8：40　開会式
　　　　　　　　　　　 9：00　試合開始　学校対抗決勝・男女ダブルス1回戦まで
　　　　　 第２日（木）9：00　試合開始　男女ダブルス決勝まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男女シングルス２回戦まで
　　　　　 第３日（金）9：00　試合開始　男女シングルス決勝まで
７.兼大会　①　全国高等学校卓球選手権大会県予選会
　　　　　 ②　北信越高等学校対抗卓球選手権大会県予選会
　　　　　 ※　国スポ卓球競技少年の部選手選考指定試合
８．競技規定・競技方法
　①　現行の日本卓球ルールを適用する。有機溶剤を含む接着剤および接着補助剤（ブースター）等の使用は禁止する。ただし、タイムアウト制は学校対抗の準決勝以上で適用する。個人戦アドバイザーについては、ダブルスは準決勝以上、シングルスは準々決勝以上において認め、タイムアウトを適用する。
　②　使用球は(公財)日本卓球協会公認の４０ｍｍ白球（プラスチックボール）とする。
　ﾆｯﾀｸ(ﾌﾟﾗｽﾘｰｽﾀｰﾌﾟﾚﾐｱﾑｸﾘｰﾝ)、VICTAS(VP40+3ｽﾀｰ)、ﾀﾏｽ(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ ｽﾘｰｽﾀｰﾎﾞｰﾙR40+)とする。
　③　学校対抗（団体戦）
・出場枠は各校男女各々１チーム。　

・選手は4～7名とし補欠は認めない。

・勝敗は4～7名の選手による、1Ｄ（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ）4Ｓ（ｼﾝｸﾞﾙｽ）で3点先取で決する。

・試合順序は下記の表の通りとする。ただし、１・２番に出場した選手で３番のＤ　(ﾀﾞﾌﾞﾙｽ）を組んで出場することはできない。

・外国籍選手は、シングルスかダブルスの１試合にのみ出場できる。
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④　個人の部
・出場枠【ダブルス】各校男女４組以内【シングルス】各校男女12名以内

    　　　　※ただし、４月の強化大会シングルスの部でベスト８以上の選手、および、前年度新人大会ダブルスの部でベスト４以内のペアは、シード選手（ペア）として枠外出場を認める。ただし、１校当たりの最大出場はシングルス16名、ダブルス８組以内とする。

⑤  その他注意事項
・選手は規定のゼッケンを背面につける。

・学校対抗（団体戦）およびダブルスに臨むときはユニフォームを揃える。

　・鳴り物を使用した応援は禁止とする。
９．引率・監督

　①引率責任者は、校長の認める当該校の職員とする。

　②監督は、校長が認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠償責任保険（スポーツ安全保険等）に必ず加入し、その証明を添付した「外部指導者申請書」を大会参加申込時に福井県高体連卓球専門部長に提出することを条件とする。

10．参加資格
①学校教育法第１条に規定する高等学校に在籍する生徒であること。

　②本連盟に加盟している高等学校に在籍する生徒であること。

  ③上記①、②に定める生徒以外で、高等専門学校・特殊教育諸学校及び学校教育法、第８２条の２および８３条の学校に在学し、福井県高体連会長が参加を許可した者であること。

  ④年齢は、４月２日を起算とし、１９才未満の者とする。ただし、同一学年での出場は、１回限りとし、学年区分を設けない課程に在籍する生徒の出場は、同一競技３回限りとする。

　⑤チームの編成において全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認めない。

  ⑥転校後６か月未満の者は、参加を認めない。ただし、一家転住などやむをえない場合は本連盟会長の許可があればこの限りでない。

　⑦あらかじめ健康診断を受け、在籍する学校長の承認を得たもの。

  ⑧本年度日卓登録を済ませているもの。

11．申し込み
①締切　　令和７年５月７日（水）必着厳守！
※ExcelデータとPDFデータ（押印済）の２種類を事務局にメール

原本は顧問会議または大会当日に提出のこと
②申し込み先
  t-kushiketa-r1@fesc.ed.jp  高志高校　櫛桁公博　宛
　③申し込みにおける注意事項（別紙お願いを参照）
  ・期日を厳守して下さい。不参加の場合はメール等で連絡して下さい。
  ・個人戦記入欄のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄはゾーンを意味しますので自校の有力選手同士が同一ゾーンにならないように注意する。

　・個人戦のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄゾーンには、各校の人数が均等に割り振られるよう記入する。

  ・ダブルス、シングルスの申し込みがフルエントリーでない場合は、トーナメント表作成の都合上、申し込みゾーンを事務局で変更することがある。

 ・申し込み締切後の選手変更は原則として認められない。ただし、病気、怪我等のやむを得ない事情があれば、学校対抗のメンバーについて変更が認められる。個人戦については認められない。

12．参加料

  ①団体戦（学校対抗戦）　9,500円／ﾁｰﾑ      （非加盟校　13,000円／ﾁ-ﾑ）

  ②個人戦　　　　　　    1,000円／実人数   （非加盟校　 1,400円／実人数）

　（総体に参加する全ての競技の参加料を学校単位でまとめて一括納入）

13．抽選会　

  ①５月１３日（火）１３時３０分より（シード抽選会は１２時３０分から）
  ②会場  高志高校　　CAI教室  

14．上位大会への出場枠について

　①インターハイ　　学校対抗　　男女各　１

　　　　　　　　　　ダブルス　　男女各　２　　シングルス　　男女各　４

  ②北信越高等学校対抗卓球選手権大会  

　　　　　　　　　　学校対抗　　男女各　３
　　ダブルス    男女各　６　　シングルス    男女各　１２　　

